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施設管理者と協議

　　解体→屋根→天井

施設管理者と協議

施設管理者と協議

後A-05図参照

Ⅰ．

（５）関係法令の改正等により（条例を含む）、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その対応等に

　　　（　　）の内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（３）項目に記載［　　］の内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・

・

２．特記仕様

１．図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築改修工事標準仕様書

図面、本特記仕様書及び改修標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様

Ⅱ． 建築改修工事仕様

工 事 概 要 等

（１）項目は番号に○印のついたものを適用する。

（２）特記事項は○印のついたものを適用する。

　　　○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

　　　○印と　※　印のついた場合は共に適用する。

（４）工事施工上必要な官公署その他への諸手続き及び届出は、全て受注者の負担において遅滞無く行うこと。

　　　ついて、監督職員と協議すること。

（６）材料及び製造所等の記載は順不同である。

（建築工事編）（令和７年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）による。

書（建築工事編（令和７年版）」以下、「標準仕様書」という。）による。

（１）主要資材を購入しようとする場合は、極力広島県内に営業所・本店を有する業者に発注するものとし、予め購入先の名称

９．現状復旧

10．主要資材等

８．公衆災害防止措置

（３）公共建築物木材利用事例調査票…工事中に実施（調査票の記入提出、発注者の調査実施への協力等）

（２）契約不適合調査…建設工事請負契約約款第４６条の５に定める期間内

（１）公共事業労務費調査…工事中に実施（調査票等の記入提出、発注者の調査実施への協力等）

７．調査協力について

（１）工事に際し、工事関係者以外の第三者の生命、身体及び財産の危機、並びに迷惑を防止するために必要な措置をとること。

（２）上記について、「建設工事公衆災害防止対策要綱（平成５年１月１２日付　建設事務次官通達）」に基づき実施すること。

　　　工事に際し、隣接建物等に損傷を与えた場合は、受注者の責任において現状復旧を行うこと。

　　　所在地及び資材名等を発注者に通知するものとする。

（３）この工事の施工に際し、やむを得ず工事の一部（主体的部分を除く）を第三者に請け負わせようとする場合は、原則として

（２）当該工事に使用する砂については、海砂（県外産を含む）を使用しないこと。

　　　広島県内に主たる営業所・本店を有する業者に発注するものとする。

（３）掘削作業前には、必ず既存の設備図面や施設の改修履歴等を確認し、配線・配管の有無を確認すること。また、掘削作業時

　　　は、必要に応じて、設備業者に立会を依頼すること。

６．別途工事　：（　あり　・　なし　）

　本工事は工事中及び完成後、次の調査を行うため、発注者より連絡があれば対応すること。

下記以外は現場説明書による。

・施工時間帯　　　　　（※指定あり　　　　　　　　　　　）

建築工事安全施工技術指針及び建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）を参考に、工事の施工

※配置する

※建築物解体工事共通仕様書　令和４年版　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

※建築工事標準詳細図　国土交通省官房官庁営繕部監修（最新版）

※建築工事公衆災害防止対策要綱　　※建設副産物適正処理実施要領（広島県土木局制定）

※建築工事安全施工技術指針　　　　※再生資源利用促進実施要領（広島県土木局制定）

※県産木材の利用促進に関する指針

・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　処理方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・再生資源化を図るもの

　　・コンクリート塊　　・アスファルトコンクリート塊　　・建設発生木材

・PCB含有シーリング材の処理

　　・第一次判定

　　　現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

　　　　採取箇所数　　計　　箇所

　　　　採取箇所　　※図示　

　　・第二次判定

　　　　分析個数　　計　　箇所

　　・除去処理工事

　　　　除去範囲　　※図示　

・せっこうボードの処理

　・製造業者に回収委託

　・埋立処分（管理型最終処分場）

・石綿含有、ひ素・カドミウム含有以外のせっこうボード

・再生資源化（再資源化施設）　　・最終処分（管理型最終処分場）

・ひ素・カドミウム含有せっこうボード

（１）本工事で発生した建設廃棄物は、広島県（環境県民局）及び保健所設置政令市等（広島市、

　　　呉市、福山市）が廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設（許可対象とならない中間処

　　　理施設にあっては、廃棄物処理法に定められた基準に従った適正な施設）で処理すること

　　　ただし、建設廃棄物が破砕等（選別を含む）により有用物となった場合、その用途に応じ

（２）本工事における再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は、前記（１）に掲げる施

　　　設のうち受入れ条件が合うものの中から、運搬費と受入れ費（平日の受入れ費用）の合計

　　　が最も経済的になるものを見込んでいる。従って、正当な理由がある場合を除き、再資源

（３）本工事で発生する建設廃棄物のうち、広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物につい

　　　ては、広島県産業廃棄物埋立税が課税されるので適正に処理すること。なお、広島県産業

・石綿含有せっこうボード　改修特記仕様書第９章環境配慮改修工事による

図面、本特記仕様書、標準仕様書及び改修標準仕様書に記載のない事項は次による

「工事実績データ」を作成し、主任監督員の確認を受けた後に登録機関に登録申請し、登録機関発行

の「登録内容確認書」を主任監督員に提出しなければならない。また、途中変更時の登録が必要な場

に先立ち工事現場の安全対策に関する具体的な工事安全計画書を監督職員に提出する。

　　　て適切に処理すること。（原則、県内処分）

　　　化に要する費用（単価）は変更しない。

ービス（ＣＯＲＩＮＳ）に基づき、受注、変更、完成、訂正時に工事実績情報として

合とは、工期の変更、技術者の変更があった場合とする。

受注者は、受注時又は変更時において請負金額が５００万円以上の工事について、工事実績情報サ

（本業種が付帯の場合は、元請業種で登録等を行う。）

※公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

　　　廃棄物埋立税は見込んでいる。

４ 施工条件

［１．３．５］

５ 工事安全計画書

６ 発生材の処理等

［１．３．１２］

２ 電気保安技術者

［１．３．３］

３ 工事実績情報の登録

［１．１．４］

章 項　　　　目

適用基準等

特　　　記　　　事　　　項

１ １
一
般
共
通
事
項

８ 環境への配慮 化学物質を放散させる建築材料等

［１．４．１］ 本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する品質及び性能を有すると共に、

（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

　ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗

　料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

（３）接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含

（４）（１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアル

　　　デヒド、アセアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用した

９ 材料の品質等 材料・機材等の品質及び性能

（１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

床型枠用鋼製デッキプレート オーバーヘッドドア

鉄骨柱下無収縮モルタル 防水剤

無収縮グラウト材 現場発泡断熱材

乾式保護材 フリーアクセスフロア

可動間仕切

移動間仕切

トイレブース

（４）本工事に使用する材料のうち、（５）に指定する材料の製造業者等は、次の①～⑥の事項を

（５）製造業者等に関する資料の提出を定める材料

（２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使

（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

　　用する場合は監督職員の承諾を受ける。

　　満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し）を監督職員に提出

　　して承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りで

［１．４．２］

既調合モルタル

ルーフドレン

吸水調整材

既調合目地材

錠前類

クローザ類

自動扉機構

自閉式上吊り引戸機構

重量シャッター

軽量シャッター

天井点検口

床点検口

グレーチング

屋上緑化システム

トップライト

ポリマーセメントモルタル

鋳鉄製ふた

笠木施工数量調査

調査方法　※テストハンマーによる打診及び目視　　・図示　

屋根調査は、防水面のひび割れ、浮き、欠損部、目地欠損部及び雨漏りの有無についての位置

［１．６．２］

　　 工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う。

　　　 貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・ 分析による石綿含有建材の調査

　　 分析対象

　　　 アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、

　　　 トレモライト

　　分析方法

分析方法（定性） 分析方法（定量）
材料名

　※ 石綿含有建材の事前調査

・　　箇所 ・　　箇所

・　　箇所 ・　　箇所

・　　箇所 ・　　箇所

　　　材料が仕上塗材の場合は、層ごとの分析を行うこと

　　　サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

　　　採取箇所　・ 図示　　　・　

又はJIS A 1481-5

調査石綿含有建材の

調査

［１．５．１]

１０

１１

７ 建設発生土

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」 とは次

の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

①建築基準法施行令第２０条の第７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアル

　デヒド発散建築材料以外の材料

③建築基準法施行令第２０条の第７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料
②建築基準法施行令第２０条の第７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

④建築基準法施行令第２０条の第７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律第１００号）に基づき制定さ

れた「広島県グリーン購入方針」に掲載されている品目については、他の特記事項及び図面表記の

調査範囲　※外壁（庇、　　共）　・屋根　　・図示　

外壁調査は、外壁面のひび割れ、浮き、欠損部、内部まで貫通しているひび割れ及び雨漏りの

また、その報告書は、調査結果を立面図等に記載し、ひび割れ等の集計表を添えて監督職員に

※　現場説明書の施工条件明示による。

・　構内指示場所に堆積

・　構内指示場所に敷き均し

次の（１）から（４）を満たすものとする。

　料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

（２）接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　ものとする。

範囲内で、環境負荷を低減できる材料を優先的に選定するよう努めるものとする。

　　を有するものとする。

　　する。

　　はない。

①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

③安定的な供給が可能であること。

④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

有無についての位置及び数量（幅、長さ、面積）の調査を行う。

及び数量（幅、長さ、面積）の調査を行う。

提出する（必要に応じ写真等を添付する。）。

化学物質の濃度測定

工事写真等

測定対象室及び測定箇所数は図示による。

調査のための破壊部分の 補修方法　※図示

補修 補修範囲　※図示

技能士

［１．６．３］

［１．７．２］

１２

１３

１４

１６

①３０分間換気

測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉を含む）を

②５時間閉鎖

③測定

ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし工程等の都合により、２４時間測定

　　が行えない場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時

　　が測定時間帯の中央となるよう、１０時３０分～１８時３０分までの時間帯で測定す

④分析

⑤その他

（１）ホルムアルデヒド・トルエン・キシレン・スチレン・エチルベンゼンの室内濃

（２）木材の防腐・防蟻処理剤は、クロルピリホス、ダイアノジン及びフェノブカルブを含有しない

（３）保温材、断熱材、緩衝材については、ホルムアルデヒドを発散しないか発散が極めて少ないＦ

（４）塗料、壁紙、仕上塗材、合板、接着剤等で屋内に面するものについては、ホルムアルデヒドを

（５）屋内に面して用いる材料は、上記（２）～（４）に適合した上で、揮発性有機化合物の発散が

１５

（１）工程写真

下記のものを監督職員に提出する。工事中写真及び完成写真の撮影は国土交通省大臣官房官庁営繕部

※行う（回数及び時期については監督職員の指示による）

工事種目

防水改修工事

技能検定職種

防水施工

外壁改修工事

左官

内装改修工事

左官

塗装塗装改修工事

仮設工事 とび

樹脂接着剤注入施工

タイル張り

サッシ施工

ガラス施工

自動ドア施工

建具改修工事

ガラス用フィルム施工

タイル張り

建築板金

建築大工

内装仕上施工

表装

とび

鉄工

コンクリート圧送施工

型枠施工

鉄筋施工

耐震改修工事

技能検定作業

とび作業

アスファルト防水工事作業

ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

アクリルゴム系塗膜防水工事作業

合成ゴム系シート防水工事作業

塩化ビニル系シート防水工事作業

セメント系防水工事作業

シーリング防水工事作業

改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

ＦＲＰ防水工事作業

樹脂接着剤注入工事作業

左官作業

タイル張り作業

ビル用サッシ施工作業

ガラス工事作業

自動ドア施工作業

建築フィルム作業

建築塗装作業

タイル張り作業

大工工事作業

鋼製下地工事作業

内外装板金作業

左官作業

プラスチック系床仕上げ工事作業

カーペット系床仕上げ工事作業

ボード仕上げ工事作業

壁装作業

とび作業

鉄筋組立作業

型枠工事作業

コンクリート圧送工事作業

構造物鉄工作業

造園

路面表示施工

配管 建築配管作業

溶融ペイントハンドマーカー工事作業

加熱ペイントマシンマーカー工事作業

造園工事作業

環境配慮改修工事

技能士においては、積極的な活用を図ること。

　　　度を測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督職員に報告する。

　　　測定箇所は仕上表により、施工方法は施工条件明示による。

　　　パッシブ型採取機器を用いて測定を行う場合には、次の要領で測定及び分析を行う。

開放し、３０分間換気する。

①の後、測定対象室のすべての窓及び扉を５時間閉鎖する。

ただし、造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉は開放したままとする。

イ　②の状態のままで測定する。

　　る。

ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする。

測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し、濃度を分析する。

監督職員から測定方法に関する注意事項等の指示を受けること。

　　　薬剤とし、加圧式防腐・防蟻処理等は工場で行い十分乾燥させた後現場に搬入する。

　　　☆☆☆☆等級のものとする。

　　　発散しないか、発散が極めて少ないＦ☆☆☆☆等級のものとする。

　　　無い若しくは極めて少ないものを選択するように努め、（１）の規定を満たすこと。

制定の「営繕工事写真撮影要領」によるものとする。

工事の進捗に伴い工事全体状況及び主要工程の写真を期間別工事工程報告書に添付するものとする。

（２）工事中写真

水中又は地下に埋設される部分、その他完成後外部から検査・確認する事が出来なくなる部分、及

びその他監督職員が指示する箇所は、適切に写真等を整備するものとする。

完成時の提出図書１７

（３）完成写真

（４）その他の写真

（５）保管

【撮影箇所】建物外観各方向、主要箇所、主要室内その他監督職員が指示する箇所

隣接建物等に損傷のおそれがある場合は、施工前・施工後の写真を監督職員の指示により提出する

ものとする。

工事写真のデータ等は、受注者において工事完成後３年間保管すること。

中間検査

【規格・提出部数】※電子ファイル（PDF形式）により、１８電子納品に含めて提出　　
・　

［１．７．１０］

［１．５．１０］

（１）完成図書

　　　※建物基本情報

（３）建物仕様に関する資料（保全マネジメントシステム）

　【完成図の種類】（※全て　・　　　）

　【作成方法】

　　②施工図・保全に関する資料で、完成図として提出すべきものについては、監督職員の指示による。

（２）完成図
提出する。（電子データによる提出が困難なものについてはこの限りでない。）

　　　※型式台帳

※　その他施設管理用図書（製本等）が必要な場合は、監督職員の指示により部数等を決定する。

※提出を要する

　　「建築物等の利用に関する説明書」を参考にし、監督職員が指定する様式で作成する。

電子納品１８

設備工事との取合い

撤去部分

適用区分

基準風速　　　　　Ｖｏ＝　　　　　ｍ／ｓ

地表面粗度区分　　・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ

積雪区分　　　　　平成12年5月31日建設省告示第１４５５号　別表（　　　　　　）

２１

２２

２３

工事中情報共有

システム

１９ （１）本工事は、受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより、業務の効率化を図る情報

　　　共有システムの対象である。なお、運用にあたっては「広島県工事中情報共有システム運用ガ

（３）監督職員及び受注者が使用する情報共有システムのサービス提供者（以下「サービス提供者」と

（４）受注者は、監督職員又はサービス提供者から技術上の問題点の把握、利用にあたっての評価を行

施工図及び施工計画書２０

※コンクリートの強度試験

漏水の場合等

漏水の場合等

漏水の場合等

漏水の場合等・防水改修工事

　　　　年・塗膜防水

　　　　年・合成高分子ルーフィング防水

　　　　年・改質アスファルトシート防水

　　　　年・アスファルト防水

備　　考保証年数材　料　名工事区分

保証書

工程報告

騒音・振動の防止

施工中の安全確保

実施工程表

［１．２．１］

２４

２５

２６

２７

２８

２９

・同一場所で別契約の関連工事が行われる場合は、労働安全衛生法第３０条第２項に基づき、当該工

・労働安全衛生法第１５条に基づく統括安全衛生責任者を選任したときは、本契約後直ちに「統括安

　公的機関又はこれに準ずる機関で行う。ただし、調合管理強度の管理試験用及び型枠取外し時期の

　　　イドライン」に基づき実施すること。

（２）本工事で使用する情報共有システムは次とする。

　　　いう）との契約は、受注者が行い、利用料を支払うものとする。

　　　うためのアンケート等が求められた場合、協力しなければならない。

提出した施工図及び施工計画書の著作に係る当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする。

設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

コンクリート、モルタル等の撤去部分の境目は、原則としてダイヤモンドカッター切りとする。

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

「低騒音型・低振動型建設機械指定要領」に基づき指定された建設機械を使用する。

　事について、同条第１項に規定する措置を講ずべき者として本工事現場代理人を指名する。

　全衛生責任者選任届出書」（任意様式）を提出すること。

工事期間は建築設備を含んだ期間とし、工事全体を把握して作成し、監督職員の承諾を受ける。

次の工事について保証書を提出すること。

　決定用については、生コン工場試験室でもよい。

３０ 工事区分表による

と事前に協議した対象書類について、電子媒体により提出する。電子成果品の作成については「営繕

工事電子納品要領」による。

　電子納品対象工事とし、「電子納品・電子検査事前チェックシート（営繕工事用）」により監督職員

　（本業種が付帯の場合は、元請業種へ技術資料等を提供する。）
【提出部数】　２　部

別紙様式による期間別工事工程報告書を毎月の月末に１回提出すること。

5 ［２.４.１］監督職員事務所等

　　　　　・行わない

　　　　　※行う（ＪＩＳ　Ａ　６３０１グラスウール吸音材３２Ｋ厚５０ｍｍ）

　　　Ａ種のグラスウールの充填　

　　　Ａ、Ｂ種の片面への塗装等　※ 行わない　　・ 行う　

　　　　　※ せっこうボード（GB-R 厚さ9.5ｍｍ）　　・ 合板（普通合板 厚さ9ｍｍ）

　　　Ａ、Ｂ種の仕上げ材

　・ Ａ種　　※ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ 図示　　　

仮設間仕切りの種別と材質等

［２.３.２］［表２.３.１］仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　※ 図示　　仮設間仕切り4

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与えた場

　・ 固定された家具等（備品、机、ロッカー等）の移動　　※ 行う（図示）　

　　　　　　　　　　　　　　　　保管場所　※ 構内既存施設内　　・　　　　　　　

　・ 既存ブラインド、カーテン等の養生方法　※ ビニルシート等（取外し再取付を行う）

　・ 既存家具、既存設備等の養生方法　※ビニルシート等　・　　　　　　　　

　・ 既存部分の養生方法　※ ビニルシート、合板等による　・　　　　　　

［２.３.１］養生方法等既存部分の養生3

材料、撤去材等の運搬方法　　・ Ａ種　　※ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種　　・ Ｅ種

内部足場　・ 設置する（ ※ 脚立、足場板等　・　　　）　・ 設置しない

防護シート　・ 設置する（範囲　※ 工事に必要な範囲　・　　　　　　　　)　　・ 設置しない　

外部足場　・ 設置する（範囲　※ 工事に必要な範囲　・　　　　　　　　)　　・ 設置しない　

［２.２.１］［表２.２.１］

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

［２.１.３］

　※ 工事に必要な範囲　　

防音パネル、 防音シートを取り付ける足場の設置範囲

騒音・粉じん等の対策　　・ 防音パネル　　・ 防音シート

仮設扉の種別　・木製（合板張り程度）　・鋼製　　・　　　　　　

※ 設ける

合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

　現場に設置する備品等は、現場説明書の施工条件明示による。

別紙１手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(1)手すり据置き方式又

は(2)手すり先行専用足場方式により行う。

　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ種：利用可能な階段（　　　　　　　　　　）

7

6

工事用電力 構内既存の施設　※ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）　・ 利用できない

構内既存の施設　※ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）　・ 利用できない工事用水

9

8

工事現場の表示

別紙設計図による仮囲い等の安全施設

現場の見えやすい位置に、監督職員が指示する次の表示板を設置する。

仕様等の詳細は営繕課HPの「現場掲示板について」を参照のこと。

かぶせ工法 撤去工法 適用箇所

・ アルミ製建具 ・ ・

・ ・

・ 鋼製建具 ・ 外部 ・ ・

・ 内部 ・ ・

・ 鋼製軽量建具 ・ ・

・ ステンレス製建具 ・ ・

新規に建具を設ける場合

　　新規建具周囲の補修工法及び範囲　※ 図示　・ 

※ 建具表による　　・　

※ 建具表による　　・　

※ 建具表による　　・　

※ 建具表による　　・　

※ 建具表による　　・　

※ 建具表による　　・　

　　壁部分の開口の開け方　　※ 図示　　・　

既存建具の種類

［５．１．３］［５．１．６］

建具周囲のシーリングは、改修特記仕様書３章　防水改修工事による。

・ 樹脂製建具

1

・再使用（・ブラインドボックス　　・　　　　　　　　）

改修工法
５　

建
具
改
修
工
事

１．工事名称　：　布野保健福祉センター温水プール天井改修工事

３．敷地面積　：　5，573．72㎡

４．構造規模　：　RC造　地上2階地下0階建

５．工事種目　：　天井改修工事、屋根工事、建具改修工事

・資機材置場          （※図示　・　　　　　　　        ）

・建設廃材仮置場   　 （※図示　・　　　　　　　        ）

・工事車両の駐車場所　（※図示　・　　　　　　　        ）

・部位別の施工順序　　（※図示　・ 　　　　　　　　     ）

騒音・粉じん等の

対策

足場等

コンクリートの試験

（8.8.1～6）

工事区分

2

1
２　

仮
設
工
事

　　　専門分析機関にてPCB含有量の分析を行う。

JIS A 1481-1又はJIS A 1481-2 JIS A 1481-3、JIS A 1481-4

　　①原則としてCADにて修正を行う。このとき、図面枠内の適当な位置に「完成図」と表示すること。

【規格・提出部数】※電子ファイル（CADデータ及びPDF形式）により、１１電子納品に含めて提出　　

【規格・提出部数】※原則、電子ファイル（CADデータ及びPDF形式）により、１１電子納品に含めて

広島県工事中情報共有システム（http://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/asp/index.html）

※工事名等の表示板（900mm×600mm）　　・工事概要等の説明看板（900mm×600mm）

２．工事場所　：　三次市布野町上布野11093番地1

　延床面積1,988.12㎡（改修対象面積187.00㎡）

http://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/asp/index.html


Ｎ

変　更　履　歴縮尺

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

工事名称 図名 設 計 年月 日

図 面 番 号

製　　　　　　図
一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号

工事施工中占用範囲

一級建築士登録　１８８７６６号　岡田治幸 特記仕様書（抜粋）－ 2
配置図、１階平面図 1/500

Ｒ０８．０６．１４

特仕-０２

布野保健福祉センター
温水プール天井改修工事設計図

テラス

押入

休養室

配置図、１階平面図　１ / ３００

・製造所仕様による(アルミ製)

・製造所仕様による(高耐食性メッキ鋼)

　　　　　　　　　　・ 図示（新設インサート用アンカー打ち周り、トップライト用立ち上がり壁
　　　　　　　　　　　　　　 新設改修屋根裏面）

＠１．８＊０．９（ｍ）

改修場所

軽量鉄骨壁下地 ［６．７．３、４］［表６．７．１］スタッド、ランナーの種類 

   補強方法　　※ 図示　　・  

・ つりボルトの間隔が900ｍｍを超える場合 

・ 天井のふところが3.0ｍを超える場合 

　 補強方法　　※ 図示　　・ 

・ 天井の下地材における耐震性を考慮した補強 

　 補強箇所　　※ 高さが６ｍを超える天井　　・ 図示　　・ 　

　 補強方法　　※ 「特定天井及び特定天井の構造耐力上安全な構造方法を定める件」（平成25年

　　　　　　　 　国土交通省告示第771号）第３第２項第二号に適合させる。

　　　　　　　・ 図示
耐震性能
　建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

18

軽量鉄骨天井下地 野縁等の種類 ［６．６．２～４］

・ 屋外の軒天井、ピロティ天井等

　 工法

    野縁の間隔　　・ 図示　　・  

既存の埋込みインサート　　・ 使用する　　・ 使用しない

　　・ 行う（試験箇所数　※屋内の場合、当該階において3箇所　　・　　　　　　　　　　）

　　・ 行わない

    野縁受、つりボルト及びインサートの間隔　　・ 図示　　・ 

あと施工アンカーの施工後の確認試験

17

フェノールフォーム断熱材又は保温材、接着剤のホルムアルデヒト放散量

・ 断熱材打込み工法

種類 厚さ（ｍｍ） 施工箇所

・ ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材 ・ 25　 ・

※ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材 ※ 外壁

　　（スキン層なし） 

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材 ・ 25　 ・

・ フェノールフォーム断熱材 ・ 25　 ・

　施工箇所の詳細は、仕上表及び図示による

・ 断熱材現場発泡工法 　　

 　 吹付け厚さ（ｍｍ）　　・ 25　　・ 30　　・   　

 　 施工箇所　　　　※ 窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレン回りの床版下等、部分的に後

　　　　　　　　　　　 張りとしなければならない箇所

　現場発泡断熱材 

　（品質・性能）

項目 品質・性能

難燃性 下記のいずれかによっていること

（１）JIS A 1321「建築物の内装材及び工法の難燃性試験方法」による難燃2級表面加

　　　熱試験又は難燃3級表面加熱試験に適合していること。

（２）法定準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用している発熱性試験（コーンカロ

　　　リー試験）に適合していること。

発熱性 準不燃材料試験の加熱時間は10分、難燃材料試験の加熱時間は5分において次の

（１）～（３）に適合していること。

（１）総発熱量が8ＭＪ／ｍ2以下であること。

（２）防火上有害な裏面まで貫通する亀裂及び穴がないこと。

（３）最高発熱速度が、10秒以上継続して200ＫＷ／ｍ2を超えないこと。

（試験方法）

　　（１）原液試験（原液粘度試験）

　　　　　形回転粘度計による見掛け粘度の測定方法」による。

　　（２）発泡品試験

　　　　　　　による。

　　　　　　　の6.2.3による。

　　　　　３）試験場所は、JIS A 9526の6.2.4による。

　　　　　４）圧縮強さ試験は、JIS A 9526の6.2.5による。

　　　　　５）熱伝導率試験は、JIS A 9526の6.2.6による。

　　　　　６）接着強さ試験は、JIS A 9526の6.2.7による。

　　　　　７）透湿率試験は、JIS A 9526の6.2.8による。

　　（３）難燃性の試験は、下記のJIS A 1321に規定する表面試験及び発熱性試験による。

　　　　　１）難燃性の試験については、JIS A 1321に規定する試験方法に準じる。

　　　　　２）発熱性試験は、建築基準法に基づく指定性能評価機関が準不燃材料、難燃材料の

　　　　　　　評価方法に使用している試験方法に準じる。

・ 断熱材後張り工法

　　　断熱材の種類（　　　　　　　　）

　　　断熱材の厚さ（　　　　　　ｍｍ）

　　　・ 断熱材にせっこうボード等を張り付けたパネル（材質　　　　　　厚さ　　　　ｍｍ）

［９．３．２～４］

　※ Ｆ☆☆☆☆　　・　

・ 張り付け工法

　　　断熱材の張り付け工法　　・　

　　　断熱材へのボードの張り付け工法　　・　

・ ３種bＣ

・ ３種bＤ

・

※ 25　

※ 25　 ※ スラブ

・

・・

・ ３種bＡ

※ ２種bＡ

断熱・防露改修工事3

６　

内
装
改
修
工
事

９　

環
境
配
慮
改
修
工
事

　※ 改修標準仕様書表6.7.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類 　・図示 

スタッドの高さが5.0ｍを超える場合　　※ 図示　　

出入口及びこれに準ずる開口部の補強　※ 改修標準仕様書6.7.4.(5)による  　・　

来客駐車場 来客駐車場

工事場所進入口→

屋根昇降足場搬入口→

資材、工事車両搬入経路

    周辺部の端からの間隔　　・ 図示　　・ 

　　　　 　（確認強度　　※改修標準仕様書6.6.4(1)(ｳ)による　　・　　　　　　　　　　）

    1章 適用区分による風圧力の（ ・ 1　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

  　断熱材の種類　　※ Ａ種１　　 ・ Ａ種１Ｈ

　　　　　JIS K 7117-1「プラスチック－液状、乳濁状又は分散状の樹脂－ブルックフィールド

　　　　　１）試料の作製は、JIS A 9526「建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム」の6.2.1

　　　　　２）試料の状態調節は、JIS A 9526の6.2.2による。また、試験片の作製はJIS A 9526

　屋外（ ※ 25形　　・　　　　）　　屋内（ ※ 19形　　・ 25形　　　　　　　　　　　　　　　　）
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変　更　履　歴

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

設 計 年月 日

図 面 番 号

縮尺工事名称 図名製　　　　　　図
一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号

改修工事対象建物
布野福祉保健センター

一級建築士登録　１８８７６６号　岡田治幸 付近見取図 1/5000、1／1500

ゲートボール場

布野中学校

布野小学校

三次市
布野支所

宮迫木材

布野グループホーム慈照園

↓三次市街

松江市↑

国
道

5
4
号
線 付近見取り拡大図 1 ： 1 5 0 0

付近見取図 1 ： 5 0 0 0

布野福祉保健センター

三次市布野町上布野 1 1 0 9 3 － 1

セブンイレブン

Ｒ０８．０６．１４

A - 0 0

布野保健福祉センター
温水プール天井改修工事設計図

E
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岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

検　　印 製　　　　　　図 工事名称 図名 変　更　履　歴縮尺 設 計 年 月 日

図面 番 号

一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号

野縁

野縁受け

1
2
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

26,500

5,450 5,200 5,200 5,200 5,450

1
,
5
1
5

1
,
5
1
5

8
,
9
7
0

2
,
4
5
0

2,450

1 / 1 0 0
1 / 2

Ｒ０８．０５．２０

改修前

天井伏せ図・詳細図

前Ａ-０１

布野保健福祉センター
温水プール天井改修工事設計図

特　記　事　項
１，記入寸法があれども全て現場寸法に従い施工のこと
２，既存の足場は調査用足場で施工用足場は不足部分へ別途施工のこと
　　※調査用足場は本工事へ含む
３，既存プール室内の床はベニヤ又は段ボール等で養生すること
４，既存トップライト部の天井下地はＬＧＳ（ＳＵＳ３０４）で施工すること
５，既存照明器具で塗装が剥げている箇所は補修塗装を行う

アルミ自在出隅

アルミワンタッチ見切縁

アルミバス天用(塩ビ)竿縁

既存天井点検口（再利用）

既存トップライト
メンテナンス用天井点検口
６００角（アルミシルバー）

既存トップライト部分
ＬＧＳ（ＳＵＳ３０４）施工

既存ロックウール耐湿吸音天井板
珪酸カルシウム板捨て張りとも撤去後
ＬＧＳ（ＳＵＳ３０４）下地補修の上
耐水合板ア９（ＴⅠ）捨て張り
防湿シート厚０.１５張り
発泡ウレタン裏打ちアルミフォーミング準不燃天井張りワンタッチ見切縁（塩ビ）

機能回復訓練室

健康プール

　※トップライト部について
　既存ロックウール耐湿吸音天井板＋珪酸カルシウム板（捨て張り）撤去
　既存ＬＧＳ壁下地全て撤去後　発錆部錆止め塗装
　現場発泡ポリウレタン　厚２５吹き付け
　排煙オペレーター装置撤去

・電気設備工事
　天井改修に伴い、プール照明（水銀灯HF300W）１２台、非常灯（ハロゲン30W　露出防水）

　非常灯（ハロゲン30W　露出防水）１台を取り替え。
※配線は将来的に天井裏換気扇用電源として利用する可能性有り。

工事範囲

・建築工事
　既存ロックウール耐湿吸音天井板＋珪酸カルシウム板捨て張り全て撤去
　既存天井裏面全範囲　現場発泡ポリウレタン　厚２５吹き付け
　既存天井ＬＧＳ（ＳＵＳ３０４）下地補修・調整（振れ止め溶接部はスプレー塗料塗布）
　※既存下地に使用されている鋼製亜鉛メッキ天井下地は全てＳＵＳ３０４下地へ交換

　トップライト開口部分へ天井ＬＧＳ（ＳＵＳ３０４）下地新設
　新設耐水合板ア９（ＴⅠ）捨て張り
　新設防湿シート厚０.１５張り
　新設発泡ウレタン裏打ちアルミフォーミング準不燃天井張り
既存昇降式水銀灯天井取り付け面と器具カバー等の腐食部分に塗装

　トップライトメンテナンス用キャットウォーク及びタラップ、点検口新設

　トップライト改修に伴い、投光器（100W）２台を撤去。排煙オペレーター装置の電源及び操作線の切り離し。
　１台を撤去及び再取付。再取付後は防水シールを施工。（器具塗装の改修は建築工事とする）

トップライト立ち上がり部にパイプファン１５０φを４台取り付ける（湿度センサーにより軌道・穴あけ共）
※電源は既存窓開閉装置の電源を利用する

天井伏せ図　１ / １００

施工上の注意事項　※（株）シンワバス天注意事項より抜粋

１　下地   
　●   野縁（バー）間隔は３０３ m m 、野縁受け（チャンネル）
　　　　間隔は９１０ m m にして下さい。   
　●   下地は必ず耐水ベニヤ等の捨て張りを行って下さい。   
　●   器具の取り付けは必ず下地に取り付け枠を作り、
　　　　枠に取り付けて下さい。   
２　材料カット   
　●   化粧面を上向きにしてカットして下さい。   
３　割付け   
　●   バス天の幅は±０ . ７５ m m の公差がありますので、
　　　　施工前に予め墨打ちを行い、張る順序を正確にし、
　　　　横目地が通るように注意しながら施工して下さい。   
４　張付け   
　●   ステンレス釘、もしくはステンレスビスで止めて
　　　　下さい。（タッカー止めはしないで下さい。）
　　　　中心から両端へ向け３０３ピッチ以下で一定間隔に
　　　　止め進んで下さい。   
　●   バス天は湿度により伸縮するため、見切縁・
　　　　竿縁等部材と取り合いは、予め伸びを考慮して長手・
　　　　幅の両方向に隙間を確保して下さい。
　　　（夏期の施工時は隙間は不要です。）   
　●   バス天１型・２型・３型を長手方向に切断した場合、
　　　　バックアップ材として、ウレタンテープを使用して下さい。   
　●   バス天はすべて若干長さに余裕をつけて出荷しており、
　　　　寸法丁度ではありません。施工前に寸法確認され、
　　　　無理な押し込みをしないで下さい。
　　　（冬季の施工時は特にご注意下さい。）   
５　耐熱   
　●   天井付近が６０℃以上になるサウナ風呂・
　　　　スチームサウナ・サウナ併設浴室・乾燥機付浴室・
　　　　蒸気吹込式浴室では準不燃アルミバス天・
　　　　アルミ不燃パネルをご使用下さい。   
　●   ボイラー試運転時の室内温度は浴室使用温度の
　　　　４５℃以下にして下さい。   
　●   給湯配管には必ず保護カバーをし、３００ｍｍ
　　　　以上離して施工して下さい。   
６　内装制限   
　●   内装制限のある浴室・脱衣場の場合、準不燃アルミバス天・
　　　　アルミ不燃パネルをご使用下さい。   

シンワ

アルミ自在入隅

シンワ シンワ

アルミバス天用(塩ビ)

ワンタッチ見切縁

シンワ シンワ

アルミ竿縁

シンワ シンワ

ウレタンテープ

粘着テープ付 粘着テープ付

張りじまいテープ

竿縁

アルミバス天用(塩ビ)アルミワンタッチ見切縁

※参考図　１/ ２　シンワ　アルミバス天１型（準不燃）

働き幅　100
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７ ８ ９

101112

悪い施工例 ：１ -> ６  -> ７  -> １２

竿

縁

竿

縁

アルミバス天の幅は±０.７５の公差が、

ありますの で､予め墨打を行い､張る順序

を正確にし ､横目地が通るよう注意しな

がら､施工してください。

野縁
野縁

ステンレス釘

張りじまいテープ

施工図 廻り縁部分

ウレタンテープ

ワンタッチ見切縁カバー

ウレタンテープ

吊木

参考下地図（木下地）
303

91
0

割付

発泡ウレタン

シンワ シンワ

アルミ露受

軟質
軟質

78

48 18
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アルミ自在出隅
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岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

検　　印 製　　　　　　図 工事名称 図名 変　更　履　歴縮尺 設 計 年 月 日

図面 番 号

一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号

野縁受け寸法

メインＴバー

アルミ角パイプジョイント

ビス×4本

落下防止クリップ

ビス×1本

ハンガー

吊りボルト、ナット アルミ角パイプ

Tバージョイント
ビス×2本

ビス×2本
クロスジョイント

クロスTバー

割付寸法

1,
8
2
4

割
付

寸
法

アルミＴバー

コーキング充填 クロスジョイント

サブ

クロスジョイント

サブ

アルミＴバー

コーキング充填

アルミＴバー

コーキング充填

メイン

アルミＴバー

コーキング充填

メイン

メインジョイント

ビス×2本

メインTバー

メインTバーメインジョイント

ビス×2本

アルミＴバー

コーキング充填

□38×12×1.0

アルミ角パイプ

ネジ付き
落下防止クリップ

ジョイント

ビス×4本

アルミ角パイプ
□38×12×1.0

アルミ角パイプ
□38×12×1.0

ジョイント

高耐食性めっき鋼板下地

中間部：＠1,800程度以内

中間部：＠1,800程度以内

中間部：＠1,800以内

不燃発泡スチロール化粧紙アルミ箔ボードｔ17

トップライトぶ新設天井下地
軽量プール天井へ改修

既存天井下地とも全撤去後
軽量プール天井へ改修

1
2
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

26,500

5,450 5,200 5,200 5,200 5,450

1
,
5
1
5

1
,
5
1
5

8
,
9
7
0

15,850

改修後

後Ａ-０１

天井（軽量システム天井）一般部基本納まり（見上げ図）

アルミＴバージョイント詳細図
短い手繋ぎジョイント詳細図 落下防止クリップ納まり詳細図 アルミ角パイプジョイント詳細図

各所納まり詳細図　1：5

天井伏せ図・詳細図

各所納まり図
1 / 1 0 0
1 / 5

布野保健福祉センター
温水プール天井改修工事設計図

Ｒ０８．０６．１４
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１，５９１ １，８２４ １，８２４ １，８２４ １，８２４ １，８２４ １，８２４ １，８２４ １，１１６

９１４ ９１４ ９１４ ９１４ ９１４
1
,
8
0
0
以

内
1
,
8
0
0
以

内

機能回復訓練室

工事内容
1．既存アルミ成形板天井材下地とも全て撤去処分。（併せて照明器具撤去）
2．新設下地へ合わせて、天井吊りボルト用金属拡張アンカーM10打ち
　（打ち込み部発泡ポリウレタンにて断熱補修）
3．新設下地を作成しプ－ル用軽量システム天井新設
4．既存アルミトップライト部を全て撤去処分
5．トップライト撤去部へ、亜鉛メッキ鋼材で新設屋根下地作成
6．耐火野地板ｔ18張り下地へ屋根金属板横葺き施工（30分耐火仕様）
7．新設屋根上部へ、湿度センサーで起動する換気用ルーフファン600φ取り付け
8．ルーフファン取り付けに伴い既存カーテンウォールのガラスを撤去して
　 開口率30％程度の給気ガラリを3箇所取り付け
9．新設壁用ブラケット照明器具と、天井付け非常用照明器具を取り付け

天井伏せ図　１ / １００

Ｙ２

Ｙ１

Ｙ４

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６



検　　印 製　　　　　　図 工事名称 変　更　履　歴縮尺図名 設 計 年 月 日

図 面 番 号

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号
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改修前

1 / 5 0
1 / 5

断面詳細図　１

前Ａ-０２

布野保健福祉センター
温水プール天井改修工事設計図

特　記　事　項
１，記入寸法があれども全て現場寸法に従い施工のこと
２，既存の足場は調査用足場で施工用足場は不足部分へ別途施工のこと
　　※調査用足場は本工事へ含む
３，既存プール室内の床はベニヤ又は段ボール等で養生すること
４，既存トップライト部の天井下地はＬＧＳ（ＳＵＳ３０４）で施工すること
５，既存照明器具で塗装が剥げている箇所は補修塗装を行う

既存ロックウール耐湿吸音天井板
珪酸カルシウム板捨て張りとも撤去後
ＬＧＳ（ＳＵＳ３０４）下地補修の上
耐水合板ア９（ＴⅠ）捨て張り
防湿シート厚０.１５張り
発泡ウレタン裏打ちアルミフォーミング準不燃天井張り

既存ロックウール耐湿吸音天井板
珪酸カルシウム板捨て張りとも撤去後
ＬＧＳ（ＳＵＳ３０４）下地補修の上
耐水合板ア９（ＴⅠ）捨て張り
防湿シート厚０.１５張り
発泡ウレタン裏打ちアルミフォーミング準不燃天井張り

現場発砲ポリウレタン（難燃）吹き付け厚２５

既存アルミトップライト
開閉装置撤去後開閉部固定

既存ロックウール耐湿吸音天井板
珪酸カルシウム板（捨て張り）
ＬＧＳ壁下地全て撤去後
発錆部錆止め塗装

補強ｂａｒ-１２φ

２Ｃ-１００*５０*２０*２.３

ＧＰＬ-４.５　２Ｂ-Ｍ１２

シリコンコーキング

床下点検口４５０角シルバー

Ｃ-６０ｘ３０ｘ１０ｘ１.６

Ｃ-６０ｘ３０ｘ１０ｘ１.６

現場発砲ポリウレタン（難燃）吹き付け厚２５

Ｂ種錆止め塗装後Ｂ種ＳＯＰ塗り

Ｂ種錆止め塗装後Ｂ種ＳＯＰ塗り

フレキシブルボード厚１６.５素地
※ステンレスビス留め付け

Ｂ種錆止め塗装

Ｂ種錆止め塗装

現場発砲ポリウレタン（難燃）吹き付け厚２５

現場発砲ポリウレタン（難燃）吹き付け厚２５

Ｈ・ＩＮアンカー３-Ｍ２
既存ボード下地とも撤去

既存軽鉄壁下地撤去

既存アルミ額縁

シリコンコーキング

Ｃ-１００*５０*２０*２.３

サッシ廻り現場発砲ポリウレタン（難燃）充填

Ｌ-９０*９０*７　Ｌ＝１２００*４箇所

２Ｃ-１００*５０*２０*２.３

現場発砲ポリウレタン（難燃）吹き付け厚２５

フレキシブルボード厚１６.５素地
※ステンレスビス留め付け

Ｂ種錆止め塗装後Ｂ種ＳＯＰ塗り

現場溶接留め

Ｂ種錆止め塗装後Ｂ種ＳＯＰ塗り

Ｃ-１００*５０*２０*２.３

□-１００*１００*４.５

補強ｂａｒ-１２φ

補強ｂａｒ-１２φ

ＧＰＬ-４.５　２Ｂ-Ｍ１２

シリコンコーキング

２Ｃ-１００*５０*２０*２.３

現場発砲ポリウレタン（難燃）吹き付け厚２５

フレキシブルボード厚１６.５素地
※ステンレスビス留め付け

Ｂ種錆止め塗装後Ｂ種ＳＯＰ塗り

Ｂ種錆止め塗装後Ｂ種ＳＯＰ塗り

Ｂ種錆止め塗装後Ｂ種ＳＯＰ塗り

Ｂ種錆止め塗装後Ｂ種ＳＯＰ塗り

現場発砲ポリウレタン（難燃）吹き付け厚２５

開口補強（現場溶接）

隅棟受け（現場溶接）

※記入寸法あれども全て現場計測により施工すること。

トップライト部平面詳細図　１ / ５０

c - 詳細図　１ / ５

a - 詳細図　１ / ２

b - 詳細図　１ / ５a b

10.0

4.5



検　　印 製　　　　　　図 工事名称 変　更　履　歴縮尺図名 設 計 年 月 日

図 面 番 号

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号

40

40

新設軽量天井システム
天井仕上げライン（現状合わせ）

不燃発泡スチロール化粧紙アルミ箔ボードｔ17

高耐食性めっき鋼板下地

スタッド

スタッド

高耐食性めっき鋼板下地

不燃発泡スチロール化粧紙アルミ箔ボードｔ17

野縁受け

高耐食性めっき鋼板下地

高耐食性めっき鋼板下地
野縁

クリップ

高耐食性めっき鋼板下地

不燃発泡スチロール化粧紙アルミ箔ボードｔ17

壁部

既存アルミトップライト撤去

新設軽量天井システム
天井仕上げライン（現状合わせ）

既存下地撤去後新設吊りボルト用
金属拡張アンカー打ちM 1 0
脚部断熱材充填

フッ素樹脂カラーガルバリウム鋼板ｔ0．4
横葺き仕様（アスファルトルーフィング9 4 0相当下葺き）

耐火野地板ｔ1 8張り

水切り：カラーG L鋼板ｔ0．4

屋根下地裏面鉄部とも
現場発泡ポリウレタン（難燃）
吹き付け厚２５

高耐食性下地新設
軽量システム天井仕上げ

軒裏：高耐食性下地
　　　窯業系ｔ1 2化粧板張り

　　　3 0分耐火仕様

軒裏：高耐食性下地
　　　窯業系ｔ1 2化粧板張り

　　　3 0分耐火仕様

F D付き軒先換気ルーバー

F D付き廻り縁換気ルーバー

F D付き廻り縁換気ルーバー

アルミ化粧破風板

アルミ化粧破風板

高耐食性下地新設
軽量システム天井仕上げ

フッ素樹脂カラーガルバリウム鋼板ｔ0．4
横葺き仕様（アスファルトルーフィング9 4 0相当下葺き）

耐火野地板ｔ1 8張り

屋根下地裏面鉄部とも
現場発泡ポリウレタン（難燃）
吹き付け厚２５

F D付き軒先換気ルーバー

F D付き軒先兼用換気ルーバー

軒裏：高耐食性下地
　　　窯業系ｔ1 2化粧板張り

　　　3 0分耐火仕様

アルミ化粧破風板H 2 4 0、2段納まり
高耐食性下地ビス止め＠6 0 0

下部固定金具S U S＠6 0 0

屋根下地裏面鉄部とも
現場発泡ポリウレタン（難燃）
吹き付け厚２５

既存天井下地とも全撤去後
軽量プール天井へ改修

高耐食性めっき鋼板下地
壁スタッド6 5形
躯体へアングル等でビス固定
表面仕上げ：天井同材

高耐食性めっき鋼板下地
壁スタッド6 5形
躯体へアングル等でビス固定
表面仕上げ：天井同材

耐湿ルーフファン5００φ

ルーフファン扇用架台（仕上げとも）

耐湿ルーフファン5００φ

安全金網固定金具－４
Ｍ８×３０　ＳＷ．Ｗ．Ｎ－４

ルーフファン扇用架台（仕上げとも）
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改修後

断面詳細図　１

後Ａ-０２

天井部

トップライト部納まり詳細図

トップライト部納まり詳細図　1：4．5

天井部分詳細図
1 / 5 0
1 / 4 . 5

布野保健福祉センター
温水プール天井改修工事設計図

Ｒ０８．０６．１４

トップライト部制断面図　１ / ５０

軒先部分詳細図　１ / ２０

既存現場発砲ポリウレタン（難燃）
吹き付け厚２５

※記入寸法あれども全て現場計測により施工すること。

10.0

4.5

4.0

10.0



検　　印 製　　　　　　図 工事名称 変　更　履　歴縮尺図名 設 計 年 月 日

図 面 番 号

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号
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改修前

断面詳細図　２

前Ａ-０３

布野保健福祉センター
温水プール天井改修工事設計図

特　記　事　項
１，記入寸法があれども全て現場寸法に従い施工のこと
２，既存の足場は調査用足場で施工用足場は不足部分へ別途施工のこと
　　※調査用足場は本工事へ含む
３，既存プール室内の床はベニヤ又は段ボール等で養生すること
４，既存トップライト部の天井下地はＬＧＳ（ＳＵＳ３０４）で施工すること
５，既存照明器具で塗装が剥げている箇所は補修塗装を行う

発泡ウレタン裏打ち
アルミフォーミング準不燃天井張り

耐水合板ア９（ＴⅠ）捨て張り
防湿シート厚０.１５張り

ＬＧＳ（ＳＵＳ３０４）下地補修

発泡ウレタン裏打ち
アルミフォーミング準不燃天井張り

耐水合板ア９（ＴⅠ）捨て張り
防湿シート厚０.１５張り

アルミワンタッチ見切縁

ＬＧＳ（ＳＵＳ３０４）下地補修

既存ロックウール耐湿吸音天井板
珪酸カルシウム板捨て張りとも撤去後
ＬＧＳ（ＳＵＳ３０４）下地補修の上
耐水合板ア９（ＴⅠ）捨て張り
防湿シート厚０.１５張り
発泡ウレタン裏打ちアルミフォーミング準不燃天井張り

既存ロックウール耐湿吸音天井板
珪酸カルシウム板捨て張りとも撤去後
ＬＧＳ（ＳＵＳ３０４）下地補修の上
耐水合板ア９（ＴⅠ）捨て張り
防湿シート厚０.１５張り
発泡ウレタン裏打ちアルミフォーミング準不燃天井張り

現場発砲ポリウレタン（難燃）吹き付け厚２５

※記入寸法あれども全て現場計測により施工すること。

c
d

c - 詳細図　１ / ２

d - 詳細図　１ / ２

10.0

4.5

陶器質施釉２００角タイル張り



検　　印 製　　　　　　図 工事名称 変　更　履　歴縮尺図名 設 計 年 月 日

図 面 番 号

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号

c b

a

C-38×12×1.2　振れ止め補強

Ｃ-38ビス付ハンガー(振れ止め補強用）

3/8吊ボルト、ナット

ネジ付き

落下防止クリップ

アルミＴバー

コーキング充填

長手方向＠914程度

□38×12×1.0中間部：＠1800ピッチ以内程度　ビス固定

アルミ角パイプ

R曲げ加工

中間部：＠1,800以内

中間部：＠1,800以内

中間部：＠1,800以内

a部勾配部天井納まり詳細図

不燃発泡スチロール化粧紙アルミ箔ボードｔ17

アルミ製コ型見切

アルミL型アングル　抱かせ

不燃発泡スチロール化粧紙アルミ箔ボードｔ17

中間部：＠1,800以内

□38×12×1.0

アルミ角パイプ

R曲げ加工

□38×12×1.0

アルミ角パイプ

中間部：＠1,800以内

b部出隅納まり詳細図

壁際500ｍｍ以内程度

Ｃ-38ビス付ハンガー（振れ止め補強用）

壁際　500ｍｍ以内程度

3/8吊ボルト、ナット

C-38×12振れ止め補強

塩ビコ型見切
不燃発泡スチロール化粧紙アルミ箔ボードｔ17

□38×12×1.0

アルミ角パイプ

中間部：＠1,800以内

c部端部納まり詳細図

新設軽量天井システム
天井仕上げライン（現状合わせ）

既存下地撤去後新設吊りボルト用
金属拡張アンカー打ちM 1 0
脚部断熱材充填

既存天井下地とも全撤去後
軽量プール天井へ改修
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断面詳細図　２ 1 / 5 0

1 / 2 . 5天井部分詳細図
布野保健福祉センター
温水プール天井改修工事設計図

Ｒ０８．０６．１４

既存現場発砲ポリウレタン（難燃）
吹き付け厚２５

※記入寸法あれども全て現場計測により施工すること。

10.0

4.5

陶器質施釉２００角タイル張り
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岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

検　　印 製　　　　　　図 工事名称 図名 変　更　履　歴縮尺 設 計 年 月 日

図面 番 号

一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号

1,500

3
,
9
1
0

1
,
7
6
8

1
,
2
8
5

1
,
1
5
5

1
,
0
8
5

9
9
5

9
0
5

1
5
0

4
0
0

1
5
0

4
0
0

9 5 5

9 5 5

9 5 5

9 5 5

6 8 8

26,500

5,450 5,200 5,200 5,200

650

120
130

120
130

120
130

120
130

120
150

1,430
160

5
5
5

1
5
0

3
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

1
0
0

5
0
0

1
0
0

150

2
2
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

5
0

300

5
0

350

350

300

1
5
0

25 25 25 25

9
9
6

5
0
0

650

Ｈ

2 ,
5 5

0

1
2
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0
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Ｒ０８．０５．２０

改修前

梁伏せ図・部分詳細図

前Ａ-０４

布野保健福祉センター
温水プール天井改修工事設計図

特　記　事　項
１，記入寸法があれども全て現場寸法に従い施工のこと
２，既存の足場は調査用足場で施工用足場は不足部分へ別途施工のこと
　　※調査用足場は本工事へ含む
３，既存プール室内の床はベニヤ又は段ボール等で養生すること
４，既存トップライト部の天井下地はＬＧＳ（ＳＵＳ３０４）で施工すること
５，既存照明器具で塗装が剥げている箇所は補修塗装を行う

既存ロックウール耐湿吸音天井板
珪酸カルシウム板捨て張りとも撤去後
ＬＧＳ（ＳＵＳ３０４）下地補修の上
耐水合板ア９（ＴⅠ）捨て張り
防湿シート厚０.１５張り
発泡ウレタン裏打ちアルミフォーミング準不燃天井張り

Ｌ-９０*９０*７　Ｌ＝１２００*４箇所

２Ｃ-１００*５０*２０*２.３

床下点検口４５０角シルバー

フレキシブルボード厚１２（２-ＵＥ塗装）
※ステンレスビス留め付け

Ｂ種錆止め塗装後Ｂ種ＳＯＰ塗り

Ｂ種錆止め塗装後Ｂ種ＳＯＰ塗り

手摺り：マニラロープ１０φ引き通し固定

Ｂ種錆止め塗装後Ｂ種ＳＯＰ塗り

Ｂ種錆止め塗装後Ｂ種ＳＯＰ塗り

Ｂ種錆止め塗装後Ｂ種ＳＯＰ塗り

端部 ２Ｂ-Ｍ９/１枚固定

端部 ２Ｂ-Ｍ９/１枚固定

吊りＢａｒ-１６φ上部Ｃ型鋼へ溶接

キャットウォーク足場板

吊りＢａｒ-１６φ上部Ｃ型鋼へ溶接

吊りＢａｒ-１６φ上部Ｃ型鋼へ溶接

現場発砲ポリウレタン（難燃）吹き付け厚２５

現場発砲ポリウレタン（難燃）吹き付け厚２５

現場発砲ポリウレタン（難燃）吹き付け厚２５

Ｌ-３０ｘ３０ｘ３

ケミカルアンカーＭ１６

ケミカルアンカーＭ１６

Ｌ-９０ｘ９０ｘ７

Ｌ-９０ｘ９０ｘ７

キャットウォーク足場板２枚並列

重ね部 木ビス固定

重ね部 ＳＵＳ２Ｂ-Ｍ１０/１枚固定

キャットウォーク足場板２枚並列厚３６

重ね部 ＳＵＳ２Ｂ-Ｍ１０/１枚固定

重ね部 ＳＵＳ２Ｂ-Ｍ１０/１枚固定

Ｌ-９０ｘ９０ｘ７

トップライト跡メンテナンス用
キャットウォーク（足場板２枚並列）

トップライト部平面詳細図　１ / ３０
メンテナンス用キャットウォーク詳細図　１ / ３０

梁伏せ図　１ / １００

タラップ断面詳細　１ / １０
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Ｎ

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

検　　印 製　　　　　　図 工事名称 図名 変　更　履　歴縮尺 設 計 年 月 日

図面 番 号

一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号

※鋼材は全て亜鉛メッキ製品とし、加工品は亜鉛ドブ付けメッキとする
　やむを得ずメッキ以外の製品（ボルト類）を使用する場合は亜鉛塗料塗布とする
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Ｌ－５０＊５０＊６

Ｃ－７５＊４５＊１５＊２．３
ピースｔ4．5、Ｂ２－Ｍ１２

Ｌ－１２０＊１２０＊８

接着系後施工アンカーＭ１６
下地調整モルタル詰め

ＧＰＬ－６
ＨＴＢ２－Ｍ１６（メッキS８Ｔ）

ＧＰＬ－６
ＨＴＢ２－Ｍ１６（メッキS８Ｔ）

ルーフファン架台
Ｌ－５０＊５０＊６（ルーフファン工事）
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1 / 1 0 0
1 / 3 0

改修後

後Ａ-０４

梁伏せ図・鉄骨屋根下地詳細図

トップライト部梁伏せ詳細図　１ / ３０

排気ＲＦ取り付け屋根下地鉄骨詳細図　１ / ３０

布野保健福祉センター
温水プール天井改修工事設計図

Ｒ０８．０６．１４

梁伏せ図　１ / １００
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検　　印 製　　　　　　図 工事名称 変　更　履　歴縮尺図名 設 計 年 月 日

図 面 番 号

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号

風量：7740m3/h
面風速：3.0
安全率：1.2
必要ガラリ面積（有効）：0.86㎡
開口率：60％
必要ガラリ全見付け面積：3.23㎡
0.86/（1.24*0.9）＝1.28→2箇所アルミガラリ（シルバー）網戸付き

既存ガラス撤去後アルミガラリへ交換

既存ガラス撤去後アルミガラリへ交換

1,240

9
0
0

アルミガラリ姿図　１：３０

改修後

建具改修展開図 1 / 5 0

後Ａ-０５

布野保健福祉センター
温水プール天井改修工事設計図

Ｒ０８．０６．１４

南面展開図

東面展開図
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変　更　履　歴縮尺

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

工事名称 図名 設 計 年月 日

図 面 番 号

製　　　　　　図
一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号

2階平面図 Ｓ=1/100

1/100一級建築士登録　１８８７６６号　岡田治幸 布野保健福祉センター
温水プール天井改修工事設計図

Ｒ０８．０６．０９2 階電灯設備平面図 ( 改修前 )

Ｅ-０１

改修前

機能回復訓練室

吹き抜け
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Y1
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渡り廊下2

15575 5450 5250 175

X1 X6

ベランダ

10875

既設回路へ

1.6x11

1.6x19

1.6x27

撤去 撤去 撤去 撤去

撤去 撤去撤去 撤去

撤去 撤去撤去 撤去

撤去 撤去



ニ
イ

ロハ

非 非

Ａ Ａ

ハ

Ａ

Ａ

Ａ

ロ

Ａ

　　　　　ＮＮＦＢ９３１０７Ｃ

参考品番　ＬＥＤ非常灯専用型リモコン自己点検機能付

Ａ
ＬＥＤ

参考品番　プール用投光器
　　　　　ＮＹＳ３６２５５ＫＬＥ９

２１０００ｌｍ　ＨＩＤ４００相当

照　明　器　具　姿　図

直付高天井用（～１０ｍ）、３０分間タイプＬＥＤ

非

注記：照明腐食の為、照明の撤去、再取付、更新を行う。

Ｓ=1/1002階平面図

　　　非常照明は既設再用とし、水銀灯はＬＥＤへ更新とする。

　　　天井開口は補修調整し、ＬＥＤ照明の取付補強を行うこと。

　　　再取付の器具は清掃を行うこと

EM-EEF1.6-3C（天井転がし）

特記

既設配線使用

既設配線使用

既設配線使用

EM-EEF1.6-3C×2 EM-EEF1.6-3C×3

既設回路へ

機能回復訓練室

1.6x27

変　更　履　歴縮尺

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

工事名称 図名 設 計 年月 日

図 面 番 号

製　　　　　　図
一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号

1/100一級建築士登録　１８８７６６号　岡田治幸 布野保健福祉センター
温水プール天井改修工事設計図

Ｒ０８．０６．０９2 階電灯設備平面図 ( 改修後 )

Ｅ-０２

改修後
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変　更　履　歴縮尺

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
会社

広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

工事名称 図名 設 計 年月 日

図 面 番 号

製　　　　　　図
一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号

1/100一級建築士登録　１８８７６６号　岡田治幸 布野保健福祉センター
温水プール天井改修工事設計図

Ｒ０８．０６．０９１階電灯設備平面図 ( 改修後 )

Ｅ-０３

改修後

機械室
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１階平面図 Ｓ=1/100

注記：スイッチ点灯確認を行う。

 安定器収納函  LM-1 
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注記：壁面補修の為、照明の撤去、再取付を行う。
　　　照明は既設再用とする。
　　　再取付の器具は清掃を行うこと

１階平面図 Ｓ=1/100

延長ｼｰﾙﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ（HIVE28）

EM-EEF2.0-2C
EM-CE2sq-4C

EM-CE2sq-4C(E25)

新設
ﾙｰﾌﾌｧﾝ制御盤

EM-CE2sq4C(G22)

延長ｼｰﾙﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ（E31）

参考 三菱

ELB3P50AF10ATに取替
動力 既設ELB50AF50AT撤去
電灯 制御電源を予備ﾌﾞﾚｰｶｰへ接続 P.B150×150×100（SUSWP）

P.B150×150×100（樹脂WP） P.B150× 150×100（鋼板）

壁穴あけ

壁穴明け

P.B150× 150×100（鋼板）

温湿度ﾏﾙﾁｺﾝﾄﾛｰﾗｰ

参考 三菱

FS-15THE3

電磁開閉器

MSO-T10

参考　盤用ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ　河村電器産業㈱ BX 3040-12

変　更　履　歴縮尺

岡田建築設計事務所
一級建築士登録　１８８７６６号 岡田　治幸

有限
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広島県三次市畠敷町１１０６番地１ ＴＥＬ（０８２４）６３－４３０６　　ＦＡＸ（０８２４）６３－４３１４

工事名称 図名 設 計 年月 日

図 面 番 号

製　　　　　　図
一級建築士事務所広島県知事登録　２２（１）０５４８号

1/100一級建築士登録　１８８７６６号　岡田治幸 布野保健福祉センター
温水プール天井改修工事設計図

Ｒ０８．０６．０９１階動力設備平面図 ( 改修後 )
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2 階動力設備平面図 Ｒ０８．０６．０９

ﾙｰﾌﾌｧﾝ接続

EM-CE2.0sq-4C（天井ころがし）

天井裏壁穴明け
区画貫通処理

湿度センサー取付

延長ｼｰﾙﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ（HIVE28）

壁穴明け
P.B150×150×100（SUSWP)

EM-CE2sq4C（ G22）

Ｓ=1/1002階平面図
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改修後

機能回復訓練室
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